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議会だより議会だより
いっぱん質問いっぱん質問

田上 孝樹　議員田上 孝樹　議員中嶋　時夫　議員中嶋　時夫　議員

問 高齢者が地域で安心して暮ら
    せる介護予防と交通網整備は
答　介護予防、交通網整備は
    重要な観点である

問 嘉麻市部落差別解消条例
　　制定は
答　独自の人権を守る条例を
　 制定したい

質
　
地
域
住
民
の
暮
ら
し

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
守

る
こ
と
を
重
視
す
る
共
生

の
価
値
観
が
、
超
高
齢
・

人
口
減
少
の
時
代
に
お
い

て
、
人
々
の
間
で
共
有
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
の
福
祉
社
会
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
を
最
大
限

に
生
か
し
、
そ
の
場
所
で

暮
ら
す
自
発
的
な
互
助
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
と

し
た
支
え
合
い
の
共
生
社

会
を
目
指
す
こ
と
と
考
え

る
が
。

西
野
高
齢
者
介
護
課
長 

　
高
齢
者
が
可
能
な
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
、
自
宅

で
生
き
が
い
を
持
っ
て
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
笑
顔
が

優
し
い
、
健
や
か
で
元
気

に
暮
ら
せ
る
長
寿
の
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

質
　
高
齢
者
と
一
口
に
言

　っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
現
役

で
働
い
て
い
る
人
も
い
る
。

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た

め
、
予
防
に
よ
る
健
康
保

持
に
対
し
て
の
意
欲
、
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
主

的
に
地
域
全
体
で
健
康
づ

く
り
が
増
進
で
き
る
環
境

の
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
。

高
齢
者
介
護
課
長
　
充
実

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
長
年
築
い

た
豊
富
な
知
識
や
経
験
、

能
力
な
ど
を
生
か
し
な
が

ら
、
地
域
に
お
け
る
活
動

に
参
加
で
き
る
環
境
を
推

進
し
、
安
全
に
そ
し
て
安

心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
充
実
し
た
地
域
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
描
い

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

質
　
高
齢
者
の
外
出
に
配

慮
し
た
公
共
交
通
手
段
の

整
備
、
確
保
な
ど
行
政
へ

の
ニ
ー
ズ
を
い
か
に
受
け

止
め
、
市
部
局
間
が
連
携

し
て
、
交
通
網
整
備
に
つ

い
て
抜
本
的
な
改
革
、
利

便
性
の
向
上
を
図
ら
な
い

と
い
け
な
い
と
考
え
る
が
。

赤
間
市
長
　
介
護
予
防
、

ま
た
、
高
齢
者
が
地
域
で

生
き
生
き
と
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
買
い
物
、
通
院
、

外
出
し
た
く
な
る
交
通
対

策
は
、
重
要
な
観
点
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
担
当

課
に
指
示
し
て
、
よ
り
良

い
交
通
網
が
確
立
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
　
昨
年
、
嘉
麻
市
で
は

差
別
事
象
が
４
件
発
生
し
、

同
和
地
区
問
い
合
わ
せ
事

象
が
発
生
し
て
い
る
が
。

長
岡
生
涯
学
習
課
長
　
こ

の
問
い
合
わ
せ
は
、
重
大

な
部
落
差
別
事
象
で
あ
る
。

発
言
者
に
よ
る
と
、
会
社

で
同
和
研
修
が
な
く
、
研

修
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

質
　
一
連
の
差
別
事
象
を

受
け
て
、
嘉
麻
市
部
落
差

別
解
消
推
進
条
例
制
定
に

つ
い
て
、
市
長
の
決
意
を
。

赤
間
市
長
　
部
落
差
別
解

消
推
進
法
を
始
め
と
す
る

人
権
諸
法
す
べ
て
網
羅
し

た
独
自
の
人
権
を
守
る
条

例
を
制
定
し
た
い
。

男
女
共
同
参
画
推
進

質
　
市
の
実
態
調
査
で
は
、

性
別
役
割
分
担
意
識
が
未

だ
に
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。

男
女
平
等
教
育
の
指
導
体

制
は
。

大
森
学
校
教
育
課
参
事

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

の
冊
子
を
授
業
の
中
に
取

り
入
れ
推
進
し
て
い
る
。

質
　
政
治
や
政
策
決
定
の

場
に
男
女
共
同
参
画
は
必

要
不
可
欠
だ
。
女
性
が
政

治
の
分
野
に
出
に
く
い
要

因
は
何
か
。

佐
伯
男
女
共
同
参
画
推
進

課
長
　
社
会
は
未
だ
男
性

優
先
社
会
で
、
男
は
外
、

女
は
家
事
・
育
児
と
い
っ

た
固
定
観
念
が
内
面
化
し
、

家
族
の
理
解
が
得
に
く
い
。

男
性
側
に
も
女
性
活
躍
を

推
進
す
る
理
解
や
後
押
し

が
不
足
し
て
い
る
。

質
　
女
性
が
政
治
に
参
加

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

男
女
共
同
参
画
推
進
課
長

　
政
治
の
場
に
多
く
の
女

性
が
参
画
し
、
多
様
な
声

が
公
平
に
反
映
さ
れ
る
環

境
整
備
は
急
務
だ
。

教
職
員
の
超
過
勤
務

質
　
文
部
科
学
省
で
、
教

員
の
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超

え
る
異
常
な
長
時
間
労
働

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本

市
の
残
業
時
間
の
実
態
は
。

学
校
教
育
課
参
事
　
毎
月

15
％
か
ら
35
％
の
教
員
が

80
時
間
以
上
の
超
過
勤
務

で
、
そ
の
約
半
数
が
100
時

間
以
上
で
あ
る
。

質
　
労
働
時
間
の
改
善
対

策
は
。

学
校
教
育
課
参
事
　
会
議

等
の
効
率
化
、
業
務
の
シ
　

ェ
ア
、
中
学
校
で
は
ノ
ー

部
活
デ
ー
の
導
入
な
ど
を

指
示
し
て
い
る
。


